
　離床はできても、「目的のない離床」が新たな課題となっていま
す。その原因は、患者さんの生活を見据えた「ゴール設定」ができ
ていないこと。本講座では、ゴール設定に必要なアセスメント・申
し送りから、患者さんの興味・関心を引き出すテクニックまで、急性
期から生活期まで使える系統的なゴール設定法を伝授します。さ
あ今こそ、何となくのゴール設定から抜け出してみませんか？

インターネット生ライヴ中継

森川 明 先生 （第二東和会病院）

PT・OT・ST・看護師 （上記以外も受講可）

会員 �,���円（税込） 一般 �,���円（税込）
　　　　　　　　　　　※先着順　定員になり次第締切

日　時

会　場

講　師

対　象

受講料

����年��月��日（水・祝）
��:�� ～ ��:��

見逃し視聴期間 ��月��日～��月�日

※この講座および他のアドバンス講座の2講座受講で、離床アドバイザー習得コースの理論コース1単位を取得できます。

臨床の「困った」に応えます！

「離床させる」を「自ら起きる」に変える
患者さんを中心としたゴール設定の考え方

R��

●ベテランが実践するゴール設定
　　～パターナリズムとシェアディシジョンメイキング～
●PNCに基づく病期別ゴール設定の実際
●ゴール設定だけではダメ！
　　　　　ゴールが活きる申し送りの良い例悪い例
●ADL・IADLに加えてアセスメントすべき3つのこと
●「自ら起きる」を引き出す
　　　　　コミュニケーション術　MFAとは　ほか 新入会 会費無料


